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区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の

確立 

 

〇「不祥事は誰にでも起こる」との意

識を持ち，不祥事防止や規範遵守に

対する当事者意識をより高める必

要がある。 

 

〇仕事と生活との調和を図る取組を

より一層進める必要がある。 

 

〇服務研修の方法や内容等を見直し，

より体験的な研修，身近なヒヤリ・

ハットや不祥事に係る記者発表資

料等を事例にした研修等を実施し，

当事者意識が高まるようにする。 

〇時間外在校時間を確認しながら，ラ

イフワークバランスを保つ。 

〇交通事故及び違反件数０を達成す

る。 

〇服務研修に係るチェックリストやアンケ

ート調査を行い，結果を共有するととも

に，面談を通して，自己分析を行う。 

〇「不祥事根絶に向けた本校の決意カード」

を携帯する。 

〇時間を生み出す工夫を重ね，ゆとりをもっ

て業務を行う。 

〇出張等，時間にゆとりを持つために，早め

の出発時刻を設定し，表示する。 

〇管理職による教職員へ

の定期的なアンケート

や面談を行う。 

〇毎月時間外在校時間を

チェックし，時間外在校

時間が多い教職員に指

導を行う。 

〇出張時は出発時刻の確

認を行う。 

学校組織としての不

祥事防止体制の確立 

〇服務研修の内容や研修方法が固定

化している。 

〇特に教職経験が短い教員にとって，

ヒヤリ・ハットのイメージをもちに

くい。 

〇服務研修の内容や方法を改善し，主

体的かつ，新たな気付きが生まれる

内容にする。 

〇組織で仕事を進めている自覚を高

め，教職員同士のコミュニケーショ

ン，「報・連・相」と確認をさらに

促進する。  

〇服務研修を各部で担当している体制は継

続し，分担して研修に取り組む。 

〇県教委の資料等を積極的に活用する。 

〇不祥事防止委員会等で情報交換を行った

り，校内巡回を行ったりすることで，不祥

事防止に係るヒヤリ・ハット事例を整理

し，未然防止に努める。  

〇毎月の不祥事防止委員

会で管理職と主任で情

報交換を行い，状況を把

握する。 

相談体制の充実 〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト相談窓口」の周知徹底をより進め

ていく必要がある。 

 

〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト相談窓口」の周知を繰り返し行

い，児童が相談しやすい体制をつく

る。 

 

〇全教職員で児童を見守る体制をつ

くり，諸問題の早期発見・解決に努

める。 

〇学校だより等で保護者に周知するととも

に，校舎内全ての教室にポスターを掲示

し，担当の教職員を明示する。 

〇学期始めに，相談窓口の案内プリントを配

付するとともに，アンケートや懇談会等で

保護者から体罰，セクハラについて聴取す

る。 

〇学期に１回，児童と教職員が面談をする機

会を設け，児童の思いを知り，コミュニケ

ーションを深める。 

〇学期ごとに，児童，保護

者及び本校教職員を対

象にアンケートを実施

する。 

〇懇談会における保護者

からの聴取記録を作成

する。 

〇学期に１回以上面談し，

気になる状況を生徒指

導主事，管理職に報告す

る。 

 

令和７年度 不祥事根絶のための行動計画 心と時間にゆとりを持ち，不祥事０に取り組むＴＥＡＭ倉橋小  

１ 私たちは，法令等を遵守します。 

２ 時間にゆとりを持ち，安全運転を心がけます。 

３ 私たちは，子どもたちの思いを大切にします。 


